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今月の写真「緑肥を活用し良質な露地ナスを収穫」（白岩町）
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◀集荷された『織姫』を
　丁寧に塩漬け加工

だ
『
織
姫
』
を
規
格

ご
と
に
仕
分
け
し
、

丁
寧
に
塩
漬
け
加

工
。
５
日
間
で
約
40

㌧
が
集
荷
さ
れ
ま
し

た
。集

荷
さ
れ
た
梅
は

塩
漬
け
で
１
か
月
半

ほ
ど
寝
か
し
、
ハ
ウ

ス
内
で
干
し
上
げ
塩

分
調
整
と
風
味
付
け

の
シ
ソ
の
み
で
味
付

け
を
し
ま
す
。
梅
本

来
の
味
を
生
か
し
た

“
昔
な
が
ら
”
の
梅

干
し
で
す
。

今
年
は
、
ひ
ょ
う

害
が
あ
っ
た
も
の
の

梅
は
全
体
的
に
豊

作
。
同
加
工
場
の

松
田
敏
彦
所
長
は

「
ひ
ょ
う
害
な
ど
で

傷
が
あ
る
梅
も
味
は

良
好
、
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
ほ
し
い
。」
と
こ

だ
わ
り
の
『
み
さ
と

織
姫
』
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

月
５
日
か

ら
14
日
ま

で
の
計
５
日
間
、
Ｊ

Ａ
は
ぐ
く
み
梅
加
工

場
で
は
完
熟
し
た

『
織
姫
』
の
漬
け
込

み
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
箕
郷
地
域
の

生
産
者
が
運
び
込
ん

梅『織姫』
漬込み加工
昔ながらの
梅干しに

６
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ＪＡ共済
代理店
表彰式共

連
群
馬
県
本
部
は
６
月
６
日
、
ロ

イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
前
橋
で
「
令
和

６
年
度　

Ｊ
Ａ
共
済
代
理
店
表
彰
式
」
を
開

き
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
新
契
約
拡
大
表

彰
の
３
部
門
（
総
合
・
自
動
車
共
済
・
自
賠

責
共
済
）
と
ク
ル
マ
ス
タ
ー
拡
大
表
彰
の
占

有
、
伸
長
の
計
５
種
が
行
わ
れ
、
は
ぐ
く
み

管
内
か
ら
は
９
代
理
店
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

は
ぐ
く
み
管
内
の
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

総
合
表
彰
の
部

　
優
績
表
彰　

　
●
㈲
み
さ
と
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　
●
㈲
田
島
自
動
車

　
●
㈲
木
戸
原
モ
ー
タ
ー
ス

自
賠
責
表
彰
の
部

　
優
秀
表
彰

　
●
㈱
深
沢
モ
ー
タ
ー
ス

　
●
ガ
レ
ー
ジ
ス
チ
ー
ル
ヘ
ッ
ド

　
優
良
表
彰

　
●
㈲
山
口
自
動
車　
●
福
島
モ
ー
タ
ー
ス

　
●
乾
モ
ー
タ
ー
ス
㈱　
●
く
る
ま
ク
ラ
ブ
。

全

佐藤さん（俳句）
吉田さん（川柳）
特別賞
県年友総会

馬
県
Ｊ
Ａ

年
金
友
の

会
な
ど
が
主
催
す
る

「
第
45
回
県
Ｊ
Ａ
年

金
友
の
会
総
会
」
が

６
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
ビ

ル
３
階
会
議
室
で
開

か
れ
ま
し
た
。
県
下

15
Ｊ
Ａ
の
年
金
友
の

会
役
員
や
関
係
機
関

担
当
者
ら
が
出
席

し
、
24
年
度
の
事
業

報
告
や
25
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
２
議
案

を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。
議
事
終
了
後
、

24
年
度
の
県
Ｊ
Ａ
年

金
友
の
会
の
表
彰
と

第
28
回
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
大
会
入
賞

者
表
彰
を
実
施
。
Ｊ

Ａ
管
内
で
は
「
Ｊ
Ａ

群

【
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
表
彰
】

団
体
表
彰
・
優
秀
賞

　
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み

　
　
年
金
友
の
会
連
絡
協
議
会

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
】

●
俳
句
の
部
・
特
別
賞

（
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
　
会
長
賞
）

　
卒
寿
な
ほ　

失
せ
ぬ
一
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
架
を
組
む

佐
藤
　
久
男

●
川
柳
の
部
・
特
別
賞

　（
上
毛
新
聞
社
賞
）

　
さ
あ
マ
ル
チ
　
空
調
服
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ア
ル
ッ
ク

吉
田
　
和
伸

は
ぐ
く
み
年
金
友
の
会
連
絡
協
議
会
」
が
団

体
の
部
で
優
秀
賞
を
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

大
会
で
は
「
佐
藤
久
男
」
さ
ん
と
「
吉
田
和

伸
」
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
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Ａ
は
ぐ
く
み
は
６
月
11
日
、

令
和
７
年
度
第
２
回
露
地
ナ

ス
栽
培
現
地
研
修
会
を
箕
郷
地
域
で
開

き
ま
し
た
。

生
産
者
15
名
と

県
西
部
農
業
事
務

所
、
全
農
ぐ
ん
ま

な
ど
の
担
当
者
が

参
加
。
収
穫
の
最

盛
期
に
向
け
て
露

地
ナ
ス
の
栽
培
管

理
を
学
び
ま
し

た
。研

修
会
で
は
ま

ず
、
西
部
農
業
事

務
所
の
担
当
者
よ

り
、
今
後
の
栽
培

管
理
の
注
意
点
の

確
認
を
行
い
ま
し

た
。
株
元
が
広
く

な
り
光
が
入
り
や

す
い
Ｖ
字
の
４
本

仕
立
て
を
基
本
に
、
草
勢
は
こ

ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
説

明
。
整
枝
剪
定
の
際
は
ま
と
め

て
枝
を
整
理
す
る
と
樹
が
弱
り

や
す
い
た
め
気
を
付
け
る
よ
う

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、収
穫
期
に
入
っ
た
ら
土

壌
水
分
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
定

期
的
な
か
ん
水
、追
肥
も
草
勢

や
着
果
状
況
を
み
て
管
理
し
、病

害
虫
対
策
も
細
心
の
注
意
を
払

う
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
農
ぐ
ん
ま
の
担

当
者
よ
り
防
除
暦
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
以
降
、
病

害
虫
の
発
生
が
増
加
す
る
た

め
、
適
切
な
農
薬
散
布
、
被
害

に
あ
っ
た
葉
や
茎
は
ほ
場
の
外

へ
処
分
す
る
な
ど
対
策
を
行
う

旨
共
有
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
箕
郷
地
域
の
生
方

忠
義
さ
ん
の
ほ
場
へ
行
き
、
現

地
で
露
地
ナ
ス
の
栽
培
状
況
を

紹
介
。

参
加
者
は
、
生
方
さ
ん
や
Ｊ

Ａ
担
当
者
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
な
ど
に

質
問
し
、
栽
培
の
コ
ツ
を
学
び

ま
し
た
。

露地ナス
初心者向け
現地研修会
収穫最盛期に
向けて栽培学ぶ

整
表
と
実
物
の
露
地
ナ
ス
を
見
比
べ
な
が

ら
、
傷
や
着
色
不
良
果
、
ガ
ク
割
れ
、
曲
が

り
な
ど
の
選
果
基
準
を
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
詳
細

に
説
明
。
生
産
者
ら
は
メ
モ
や
写
真
を
撮
り

な
が
ら
お
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
ナ
ス
生
産
者
連
絡
協
議
会

会
長
の
中
島
邦
夫
さ
ん
は
「
昨
年
同
様
の
猛

暑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
高
温
と
熱
中
症
対
策

は
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま

す
。Ｊ

Ａ
担
当
者
も
「
今
年
は
比
較
的
、
降
雨

が
少
な
い
梅
雨
と
な
っ
て
い
る
の
で
突
発
的

な
害
虫
発
生
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

▲露地ナスの出荷規格を説明するＪＡ担当者

▲出荷調整表と露地ナスを見比べる参加者

Ｊ

Ａ
は
ぐ
く
み
は
６
月
17
日
、
倉

渕
、
榛
名
、
東
部
の
３
地
区
で

共
計
露
地
ナ
ス
の
出
荷
規
格
目
ぞ
ろ
え
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
３
地
区
合
わ
せ
て
生

産
者
計
55
人
が
参
加
。
生
産
者
一
丸
と

な
っ
て
有
利
販
売
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、

出
荷
規
格
を
共
有
し
ま
し
た
。

目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
県
統
一
の
出
荷
調

Ｊ 露地ナス
目ぞろえ会
出荷品質を統一

◀生方忠義さん（中央）の
　ほ場を見学する研修会参加者
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倉 渕 支 店TEL.027-378-3407 群 馬 支 店TEL.027-373-2355榛 名 支 店TEL.027-374-0039

支店統合1
適 用
金 利

適 用
金 利

本店　TEL 027 344 1332JAはぐくみ JA はぐくみ

2025

7
2025

81 29
お取り扱い期間

定 期 貯 金
契約期間1年

契約額20万円以上
500万円以内
（単利型）

募集金額10億円

キャンペーン

特別金利

組合員限定

特別金利
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JAはぐくみ
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本店　TEL 027 344 1332JAはぐくみ JA はぐくみ

お取り扱い
期　間

2025

7
2025

81 29

給油がお得！
JAカードをご利用いただき、ハイオク・レギュラーガソリ
ン・軽油を給油いただくとカードご利用代金口座引き落
としの際に１ℓ当たり２円割引となります。

※割引はハイオク・レギュラーガソリン・軽油の給油
が対象です。
※一部対象外のSSがございます。
※1ℓ未満は切捨てとし割引対象外となります。
※一部SSでは2円/ℓ以上の割引を行っているSSも
ございます。

年金、相続、法律、税務、
土地・建物、園芸等の
相談ができます。

各種相談

全国のJA-SS、ホクレンSSで全国のJA-SS、ホクレンSSで25 円/ℓ
％

割引！

）年1約契規新（）型利単（期定ーパース：象対の金貯■
■個人のお客様に限らせていただきます。
■ATMによる預け入れは対象外となります。
■利子税について
　適 用 金 利　預入時の約定率を満期日まで適用します。
　　　　　　   自動継続の場合には、原則としてこの定期貯金の自動継続時の約定利率を当該満期日まで適用します。
　利 払 頻 度　満期日以後に一括して支払います。
　計 算 方 法　付利単位を1円として1年を365日とする日割計算をします。
　税　　   金　個人のお客さまは20.315%（※国税15.315％、地方税5％）分離課税
　　　　　　   ※2037年12月31日までの適用となります。
　金利情報の入手方法　金利は店頭の表示ボードに表示しています。
■満期日前に解約された場合は、当JA所定の中途解約利率により計算された利息とともに払い戻しいたします。
■詳しくは最寄りの支店または本店へお問い合わせください。

お客様にご留意していただきたい点

組合員の特典 加入条件
●出資金1,000円以上（一口：1,000円）
●JAはぐくみ管内にお住まいの方、お勤めの方 等。
●継続してJAの事業を利用していただける方。

JAはぐくみの　　　　 になりませんか？JAはぐくみの　　　　 になりませんか？組 合 員

JAカード入会募集中!!

JAカードをご利用
いただくとご利用代金から
※カードご利用代金ご請求時に
　割引した額でご請求いたします。

対象のJA農産物
直売所にて

・農産物直売所はにわの里
・ふれあいの郷

割引実施

※詳しくは、各支店または本店へご相談ください。

5 JAはぐくみ



〜 新 設 理 由 〜

1 カスタマーハラスメント対策の必要性
ＪＡはぐくみの経営理念は「＂こころ＂と＂暮らし＂の幸せ追及」のもと全役職員が組合員・

利用者の皆さまからの負託に応えるべく日々業務に取り組んでおります。
一方で、組合員・利用者の皆さまから常識の範囲を超えた要求や当組合の役職員の人格の

否定、暴力、各種ハラスメント等、役職員の尊厳を傷つけ、安全で働きやすい職場環境の悪
化を招く場合があり、カスタマーハラスメントに対する当組合の対応の制定が求められます。

2 カスタマーハラスメントに関する監督指針 （厚生労働省）抜粋
事業主は、顧客等からの著しい迷惑行為によって雇用する労働者の就業環境が害されない

よう、相談対応体制や被害者への配慮のための取組を行う事が望ましく、また、被害防止の
ための取組を行う事が有効であると定められています。

3 カスタマーハラスメントによるマイナスの影響
　（１）職員への影響
　　①業務パフォーマンスの低下
　　②健康不良（頭痛、睡眠不足、精神疾患、耳鳴り 等）
　　③現場対応への恐怖、苦痛による職員の配置転換

　（２）組織への影響
　　①�時間の浪費（クレーム現場での対応、電話対応、
　　　組織内での対応方針の検討、弁護士相談 等）
　　②業務上の支障（顧客対応によって他業務が行えない 等）
　　③金銭的損失（代替品の提供、慰謝料要求への対応 等）

　（３）他の顧客への影響
　　①来店する他の顧客の利用環境の悪化
　　②業務停滞によって他の顧客等がサービスを受けられない 等

上記を踏まえ、カスタマーハラスメントへの対策を講じることにより、マイナスの影響を
生じさせないことを趣旨に「カスタマーハラスメントに対する当組合の対応方針」を制定い
たします。

➣ホームページ掲載
➣各事業所に、「カスタマーハラスメントに対する当組合の対応方針」「ポスター」を掲示

カスタマーハラスメントに対する
当組合の対応方針の新設について

6JAはぐくみ



カスタマーハラスメントに対する
当組合の対応方針

はぐくみ農業協同組合
令和７年２月27日制定

はぐくみ農業協同組合（以下当組合）では組合員・利用者の皆さまからの信頼・期待に応
えるべく日々業務に取り組んでおります。

組合員・利用者の皆様からの商品や事業運営等への改善を求める正当なご意見・ご要望を
いただく一方で、常識の範囲を超えた暴言や暴力、不当な要求等のカスタマーハラスメント
に該当する行為が見受けられることがあります。これらの行為は当組合の役職員の尊厳を傷
つけ、安全で働きやすい職場環境の悪化を招くものです。

当組合は、組合員・利用者の皆様のご意見・ご要望に対して、これからも真摯に対応して
まいります。しかしながら、カスタマーハラスメントに該当する行為に対しては、役職員一
人ひとりを守り、人権を尊重するため、下記により毅然とした態度で対応いたします。

記

１．当組合のカスタマーハラスメントの定義
組合員・利用者の皆様からのご意見・ご要望のうち、当該ご意見・ご要望の内容の妥当性

に照らして、当該要求を実現するための手段・態様が社会通念上不相当なものであって、当
該手段・態様により、役職員の就業環境が害されるものを指します。

２．カスタマーハラスメントに該当する行為
当組合では、組合施設の内外を問わず当組合役職員に対する組合員・利用者の皆様による

以下のような行為がカスタマーハラスメントに該当すると考えております。
なお、以下の記載は例示であり、これらに限るものではありません。

（１）	身体的な攻撃（暴行、傷害）
（２）	精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言）
（３）	威圧的な言動
（４）	土下座の要求
（５）	継続的・執拗な言動
（６）	拘束的な言動（不退去、居座り、監禁、長電話）
（７）	性的な言動（セクシャルハラスメント）
（８）	プライバシーの侵害行為（無許可での写真・動画の撮影）
（９）	�ＳＮＳ等への投稿による誹謗中傷（役職員の個人情報の公開、組合・役職員への名誉

毀損）
（10）	 合理的な理由のない商品交換・金銭補償・謝罪の要求

３．カスタマーハラスメントに対する当組合の対応
組合員・利用者の皆様による行為について、当組合がハラスメントに相当すると判断した

場合、お取引をお断りまたは中止させていただく場合がございます。
また、悪質なケースについては、警察・弁護士等に相談のうえ必要な措置を講じ、組織と

して毅然と対応いたします。
以　上

7 JAはぐくみ



▶
箱
詰
め
の
様
子
を
見
学
す
る
児
童
た
ち（
下
室
田
小
）

◀
梅
の
選
果
作
業
を
見
学
す
る
児
童
た
ち（
里
見
小
）

梅梅 シーズン到来‼シーズン到来‼

下室田小の３年生９人は６日に、里見小の３年生25人は13日にそれぞれ西部営農センター内の
梅選果場へ見学に訪れました。清水センター長が選果場内を案内し、梅の選別や箱詰め、冷蔵庫での
保管の様子を見学しました。最後は、児童たちが用意してきた質問に、清水センター長が丁寧に答え、
梅の知識をたくさん覚えて「梅博士」に。お土産をもらって嬉しそうに課外授業を終えました。

下室田小 里見小

▶
選
果
作
業
を
体
験
す
る
榛
高
生
た
ち

◀
榛
名
の
梅
栽
培
に
つ
い
て
学
ぶ
学
生
た
ち

榛名高等学校１学年の生徒52名は、６月２日
から11日までの計４日間、地元農業と触れ合う
「グリーンファーム体験」を実施。選果場の仕事
を体験に訪れました。生徒たちは梅の荷受けや
選果、梱包などの作業に汗を流しました。

群馬県立農林大学校の「農業経営学科花き
果樹コース」果樹専攻の２年生６人は６月９日、
梅選果場を訪れ、梅の栽培について学びました。
学生たちは担い手や梅の栽培状況など熱心に質問
し、その後、実際の選果作業を体験しました。

榛高生 農業職業体験 農林大生 選果場校外学習

選果場見学

学生ら選果場で梅学ぶ

8JAはぐくみ



9

応用

グ
ー
の
上
に
パ
ー
を
付
け
て
左
右
交
互

に
入
れ
替
え
る
体
操
で
す
。
左
右
の
脳
の

使
い
分
け
と
同
時
に
脳
の
血
行
も
促
進
し

ま
す
。
小
さ
い
動
き
か
ら
始
め
て
、
だ
ん

だ
ん
腕
や
肩
も
大
き
く
動
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
パ
ー
の
上
に

グ
ー
を
付
け
る
逆
の
動
き
に
も
挑
戦
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

家族で楽しむおいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田　麻紀子

脳
ト
レ
！  

手
足
の
体
操

グ
ー
パ
ー
体
操
で
左
右
の
脳
を
使
い
分
け
る

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤　

喜
久
雄

家族で楽しむおいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田　麻紀子

（
１
）左
手
を
パ
ー
に
し
て
、グ
ー
に
し
た
右

手
の
上
に
付
け
ま
す
。

（
２
）す
ぐ
手
を
入
れ
替
え
て
、右
手
を
パ
ー

に
し
て
、グ
ー
に
し
た
左
手
の
上
に
付
け
ま

す
。（
1
）（
2
）を
交
互
に
繰
り
返
し
ま
す
。

（
２
）す
ぐ
手
を
入
れ
替
え
ま
す
。右
手
を
パ

ー
に
し
て
腕
を
立
て
、左
手
は
グ
ー
に
し
て

腕
を
横
に
倒
し
、右
肘
に
付
け
ま
す
。

（
1
）（
2
）を
交
互
に
繰
り
返
し
ま
す

グーパー体操

（
１
）左
手
を
パ
ー
に
し
て
腕
を
立
て
ま
す
。

右
手
は
グ
ー
に
し
て
腕
を
横
に
倒
し
、左
肘

に
付
け
ま
す
。

JAはぐくみ



西部農業事務所 担い手・園芸課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-321-3600

図２　うどんこ病発病葉

表１　予防剤と殺菌剤の違い
予 防 剤 治 療 剤

農薬の
効果範囲

幅広い病害に
効果

特定の病害に
高い効果

薬剤耐性 つきにくい つきやすい

価　格 比較的安価 比較的高価

　

本
年
の
夏
期
に
か
け
て
の
長
期
予
報（
関

東
甲
信
地
方 

気
象
庁 

６
月
上
旬
時
点
）に

お
い
て
は
、平
均
気
温
は
高
く
、降
水
量
も

平
年
並
み
か
や
や
多
い
こ
と
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、病
害
の
短
期
拡
大
や

害
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
病
害
虫
防
除
の
基

本
と
、花
き
栽
培
に
お
い
て
注
意
が
必
要
な

病
害
虫
対
策
を
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１
．
病
害
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

⑴
殺
菌
剤
の
使
い
分
け

　

殺
菌
剤
に
は

予
防
剤
と
治

療
剤
が
あ
り
ま

す
。左
に
予
防

剤
と
治
療
剤
の

大
ま
か
な
違
い

を
記
載
し
ま
し

た
の
で
、ま
ず
は

ご
確
認
く
だ
さ
い

（
表
１
）。

　

ま
た
、近
年

は
農
薬
に
作
用
機
構
分
類（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）コ
ー

ド
を
記
載
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
増
え
て
き

て
い
ま
す（
図
１
）。農
薬
の
使
用
前
に
ラ
ベ

ル
と
コ
ー
ド
は
必
ず
確
認
し
、同
じ
コ
ー
ド

の
農
薬
を
繰
り
返

し
使
わ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ

い（
殺
菌
剤
、殺
虫

剤
共
通
）。

⑵
殺
菌
剤
の
効
果
的
な
使
い
分
け

発
発
病
後
の
予
防
剤
散
布
は
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
予
防
剤
を
中
心

に
農
薬
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
発
病
初

期
に
お
い
て
は
治
療
剤
を
散
布
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
加
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
作
用
機
構
分
類
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
コ

ー
ド
が
「
Ｍ
〇
〇
」
の
よ
う
に
、
Ｍ
か
ら

始
ま
る
殺
菌
剤
に
つ
い
て
は
抵
抗
性
が
発

達
し
に
く
い
予
防
剤
で
あ
る
た
め
オ
ス
ス

メ
で
す
。

ま
た
、
病
原
菌
は
植
物
体
に
生
じ
た
傷

口
か
ら
侵
入
し
や
す
い
た
め
、
摘
心
や
枯

れ
葉
取
り
な
ど
の
手
入
れ
を
し
た
時
、
ま

た
は
台
風
の
強
風
な
ど
で
植
物
体
に
傷
が

生
じ
た
と
思
わ
れ
る
時
に
は
、
間
を
置
か

ず
殺
菌
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

２
．�

７
月
に
注
意
す
べ
き
病
害
の
例

　

  （
う
ど
ん
こ
病
）

⑴
症
状

う
ど
ん
こ
病
（
原
因
菌
：Erysiphe

属
な
ど
）
は
、
名
前
が
示
す
通
り
、
主
に

植
物
の
葉
に
う
ど

ん
粉
を
ま
ぶ
し
た

よ
う
な
白
い
粉

（
菌
糸
や
分
生
子
）

を
生
じ
ま
す
（
図

２
）。

⑵
被
害

商
品
性
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
発
病
が

ひ
ど
い
場
合
は
、
光
合
成
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

⑶
対
策

う
ど
ん
こ
病
は
多
湿
条
件
で
増
殖
し
、

や
や
高
温
乾
燥
条
件
で
一
斉
に
広
が
り
ま

す
。
梅
雨
時
期
～
梅
雨
明
け
頃
の
露
地
栽

培
で
は
特
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

使
用
も
視
野
に
入

れ
、
総
合
的
な
防
除

に
努
め
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

４
．�

７
月
に
注
意
す

べ
き
害
虫
の
例

（
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
）

で
、
発
生
前
の
予
防
的
防
除
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ほ
場
が
窒
素
過
多
で
あ
る
と
発

生
が
助
長
さ
れ
ま
す
の
で
、
適
正
施
肥
管

理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

３
．
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

害
虫
は
発
生
初
期
に
防
除
し
、
発
生
密

度
を
低
く
保
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

す
。
ま
た
、
殺
虫
剤
は
殺
菌
剤
の
薬
剤
耐

性
以
上
に
抵
抗
性
が
つ
き
や
す
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
殺
虫
剤
を
連
用
す
る
こ
と
で
、

害
虫
が
抵
抗
性
を
獲
得
す
る
一
方
で
、
も

と
も
と
自
然
界
に
存
在
す
る
天
敵
も
減
少

し
た
結
果
、
害
虫
を
大
発
生
さ
せ
て
し
ま

う
「
リ
サ
ー
ジ
ェ
ン
ス
現
象
」
が
生
じ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
害
虫
の
発
生
に
応
じ
て
、

物
理
的
防
除
（
防
虫
ネ
ッ
ト
や
粘
着
板
）

や
、
生
物
的
防
除
（
天
敵
製
剤
）
な
ど
の

花
き
栽
培
に
お
け
る

病
害
虫
対
策

図１　農薬のコード

278

図３　オオタバコガ幼虫
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あなたも
チャレンジ！
あなたも
チャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

園芸研究家●成松次郎

地
中
海
沿
岸
が
原
産
地
で
、
肥

大
し
た
茎
は
特
徴
の
あ
る
香
り
が

し
ま
す
。
主
に
肉
や
魚
料
理
に
使

わ
れ
、
葉
は
ハ
ー
ブ
と
し
て
魚
の

臭
い
消
し
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

「
フ
ェ
ン
ネ
ル
」
は
英
語
、
イ

タ
リ
ア
語
で
は
「
フ
ィ
ノ
ッ
キ

オ
」、
和
名
は
「
イ
タ
リ
ア
ウ
イ

キ
ョ
ウ
（
茴
香
）」
で
す
。

生
育
適
温
は
10
～
20
℃
で
冷
涼

な
気
候
を
好
み
、
耐
寒

性
の
あ
る
野
菜
で
す
。

栽
培
が
容
易
な
作
型

は
、
中
間
地
で
は
７
月

中
下
旬
か
ら
８
月
下
旬

に
種
ま
き
し
、
晩
秋
以

降
に
収
穫
期
を
迎
え
ま

す
。
春
ま
き
も
可
能
で

す
が
、
種
ま
き
が
遅
く

な
る
と
生
育
後
半
の
高
温
長
日
で
花
芽
が

形
成
さ
れ
開
花
し
ま
す
。

［
品
種
］
株
元
が
肥
大
す
る
フ
ェ
ン
ネ
ル

に
は「
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
フ
ェ
ン
ネ
ル
」（
各

社
）、
ま
た
は
単
に
「
フ
ェ
ン
ネ
ル
」（
各

社
）
と
呼
ぶ
品
種
が
あ
り
ま
す
。「
ナ
ポ

リ
」（
ト
キ
タ
種
苗
）は
日
本
で
改
良
さ
れ
、

茎
の
肥
大
に
優
れ
作
り
や
す
い
品
種
で

す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
「
ス
テ
ィ
ッ

キ
オ
」（
ト
キ
タ
種
苗
）
は
小
指
ほ
ど
の

肥
大
し
た
茎
は
歯
切
れ
の
良
い
食
感
を
楽

し
め
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
２
週
間
前
に
１

平
方
㍍
当
た
り
苦
土
石
灰
２
０
０
㌘
を
ま

い
て
よ
く
耕
し
ま
す
。
１
週
間
前
に
堆
肥

約
２
㌕
、
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10

％
）
約
２
０
０
㌘
を
土
と
よ
く
混
合
し
ま

す
（
図
1
）。
そ
の
後
、
ベ
ッ
ド
幅
70
～

80
㌢
の
平
畝
を
作
り
平
ら
に
な
ら
し
て
お

き
ま
す
。

［
種
ま
き
・
苗
作
り
］
苗
作
り
で
は
、
25

連
結
ポ
ッ
ト
な
ど
の
セ
ル
ト
レ
ー
に
５
、

６
粒
ま
き
、
本
葉
３
枚
の
頃
に
間
引
い
て

１
本
立
ち
に
し
、
本
葉
４
、５
枚
ま
で
ポ

ッ
ト
で
育
て
ま
す
（
図
２
）。
じ
か
ま
き

で
は
ベ
ッ
ド
幅
70
～
80
㌢
と
し
、
条
間
を

45
㌢
２
条
と
し
て
、
株
間
約
25
㌢
で
１
カ

所
５
、６
粒
ま
き
ま
す
。
じ
か
ま
き
の
場

合
は
、
種
ま
き
後
は
不
織
布
で
覆
い
、
強

雨
・
強
風
対
策
を
し
て
お
き
ま
す
。

［
植
え
付
け
］
ポ
ッ
ト
で
育
て
た
苗
は
ベ

ッ
ド
に
条
間
45
㌢
２
条
、
株
間
25
㌢
で
植

え
付
け
ま
す
（
図
３
）。
徒
長
気
味
の
苗

は
や
や
深
植
え
に
し
、
株
元
を
土
で
し
っ

か
り
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。
植
え
付
け
後
は

虫
害
や
強
風
雨
対
策
に
透
明
寒
冷
し
ゃ
な

ど
の
ト
ン
ネ
ル
が
け
を
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。

［
追
肥
・
灌か

ん

水す
い

］
追
肥
は
月
に
１
回
、
化

成
肥
料
を
１
平
方
㍍
当
た
り
約
50
㌘
を
与

え
、
土
寄
せ
し
ま
す
。
畑
の
乾
燥
が
続
く

と
き
は
、
十
分
に
灌
水
を
し
ま
す
。

［
収
穫
］
収
穫
は
肥
大
し
た
茎
の
太
さ
が

７
、８
㌢
（
約
３
０
０
㌘
）
の
頃
が
目
安

で
す
。
夏
ま
き
秋
冬
取
り
で
は
約
５
０
０

㌘
（
こ
ぶ
し
大
）
の
大
き
さ
の
も
の
も
収

穫
で
き
ま
す
が
、
取
り
遅
れ
て
裂
球
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
図
４
）。

フェンネル
個性的で
爽やかな味と香り

図４　オオタバコガ発生傾向
（観測地点：藤岡市　R７：青折れ線）

⑴
被
害

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
は
食
欲
旺
盛
で
、
葉
や

茎
、
花
弁
な
ど
を
食
害
し
、
キ
ク
や
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
で
出
荷
前
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
す
（
図
３
）

⑵
発
生
の
傾
向
に
つ
い
て

本
年
も
、
昨
年
同
様
５
月
時
点
で
平
年

よ
り
多
く
の
オ
オ
タ
バ
コ

ガ
成
虫
の
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

例
年
８
月
～
10
月
に
か
け

て
多
発
生
す
る
オ
オ
タ
バ

コ
ガ
で
す
が
、
近
年
は
発

生
ピ
ー
ク
が
早
く
、
発
生

個
体
も
多
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
早
期
防
除
を
よ
り

徹
底
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
幼
虫
の
中
で
も
、
成
長
し
大
き

く
な
っ
た
個
体
は
農
薬
の
効
き
が
悪
く
な

り
、
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
と
、

花
の
中
に
潜
り
込
ん
で
、
防
除
が
困
難
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
初

期
の
幼
齢
虫
の
う
ち
に
殺
虫
剤
を
散
布
す

る
こ
と
を
心
掛
け
、
個
体
は
見
つ
け
次
第

捕
殺
す
る
な
ど
、
個
体
数
を
増
や
さ
な
い

よ
う
常
に
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

担
い
手
・
園
芸
課

園
芸
係　

宮
下　

直
矢
）
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茶豆風味で３粒さや率が高く、夏まきにも適した早生品種「おつな姫」

エダマメをビールのおいしい６～８月の夏に収穫するに
は、温暖地ならば３～５月に春まきする必要があります。た
だ気温が４月までは低く、５月は安定せず、発芽に適した
地温を保てず失敗しがちです。
一方で、気温が十分に上がる夏まきなら手間をかけず

においしいエダマメが秋に収穫できます。その場合の種ま
き適期は、７月下旬～８月下旬で、開花が高温時期に重な
りさやが付きにくくなる梅雨どきは避けます。
夏まきは品種選びも大切です。気温が高いと開花や収
穫が早まる極早生～中早生の品種を選びます。
もう一つ、出芽までの水やりの方法も重要です。エダマ

メは、出芽に多くの酸素を必要とするので、種まきしたら
たっぷり水をやり、その後は出芽まで控えるようにします。

　鉢のまま植えられるジフィーポットに
ピートモスと赤玉土（細粒）を等量混ぜた
土を入れ、種３粒を指で押し込む（写真
１）。新聞紙の上にポットを置き、水をやっ
たら、日当たりの良い、雨がかからない軒下
などに置き、新聞紙をかける（写真２）。

●分類：マメ科ダイズ属　●原産地：中国東北地方
●発芽適温（地温）：25～30℃　●生育適温（気温）：20～25℃
●日当たり：日なた　●好適pH：6.0～6.5

1

2

3

4

失敗の少ない夏まきがお勧め
摘心してさや数を増やす

エダマメ

みんなのコンテナ菜園
写真・文：園芸研究家　●淡野一郎

【基本情報】

ダイズサヤタマバエ：幼虫が未熟なさやの中で豆を食害する。夏ま
きで発生が多い。
ワタノメイガ：葉を幼虫が巻いて中から食害する。８、９月の発生が
多い。発生したら手で捕殺する。

【病害虫情報】

エダマメの栽培方法

1 種まき

土が乾くようならポットの下に敷いた
新聞紙へ水をやる。適温ならば３、４日
で芽が出始める。出芽後は上から水や
りができる。

ポイント

　種まき後５～９日ほど、本葉（初生葉）２
枚が開き切る前に間引いて２株にする（写
真３）。IB化成16gと過リン酸石灰を約８g
混ぜた土を入れたプランター（長さ60cm・
深さ19cm・14L）に、15cm間隔で８株４
鉢をジフィーポットごと植え付ける（写真
４）。

２ 間引きと植え付け

５

　植え付け後９～13日で、初生葉を含む
本葉6枚が開いたら株元に土を足す（写真
５）。

３ 増し土

本葉２枚が開き切る前に必ず植え付
け、苗の老化を避ける。ポイント

６

７

　さらに14日前後の開花が始まる頃に、本
葉６枚を残して芽をはさみで切り（摘心・写
真６）、葉の脇から出る側枝を伸ばす。併せ
て普通化成（NPK各成分８-８-８）約８gを
施し（写真７）、土を株元に寄せておく。

４ 摘心・追肥

開花後は、さやを充実させるため、土
が乾かないように注意する。ポイント

　夏まきの場合、収穫は種まき後55～65
日ほど。株の真ん中あたりのさやが膨らん
できたら、株ごと刈り取って収穫する（写真
8）。

５ 収穫

株から外したさやは鮮度が落ちやす
いので早めにゆでて食べる。ポイント

８

写真©ICHIRO AWANO
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「
年
収
の
壁
」
と
は
、
給
与
所
得
者
の

場
合
に
お
け
る
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
収

入
金
額
の
上
限
を
指
し
ま
す
。
令
和
７
年

度
の
税
制
改
正
に
よ
り
「
年
収
１
０
３
万

円
の
壁
」が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
令
和
7
年
分
か
ら
所
得
税

の
基
礎
控
除
が
最
高
48
万
円
か
ら
最
高

95
万
円
に
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障

額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
が
か
か
り
始

め
る
年
収
が
１
０
３
万
円
か
ら
１
６
０
万

円
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
収
の
壁
の
話
で
分
か
り
に
く
い
の

は
、給
与
所
得
者
本
人
の
税
金
の
視
点
と
、

そ
の
給
与
所
得
者
を
扶
養
し
て
い
る
者
の

所
得
控
除
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
の
視

点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
給

与
所
得
者
本
人
の
税
金
で
す
が
、
改
正
後

は
年
収
１
１
０
万
円
を
超
え
る
と
住
民
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
年
収

１
６
０
万
円
を
超
え
る
と
所
得
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
が
、
学
生
の
場
合
に
は
勤
労
学

生
控
除
の
適
用
に
よ
り
、
住
民
税
は
年
収

１
３
４
万
円
ま
で
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
扶
養
者
側
の
視
点
に
立
つ
と
、

配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
等
の
年
収
が

１
２
３
万
円
を
超
え
る
と
「
扶
養
」
か
ら

外
れ
ま
す
。
扶
養
親
族
か
否
か
は
、
障
害

者
控
除
や
住
民
税
の
非
課
税
計
算
の
規
定

に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
１
２
３
万
円
は

一
つ
の
節
目
と
し
て
重
要
で
す
。
年
収

１
２
３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
は

配
偶
者
控
除
、
そ
の
他
の
親
族
等
は
扶
養

控
除
の
対
象
で
す
。

で
は
、
年
収
１
２
３
万
円
を
超
え
る
と

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
配
偶
者
の
場

合
に
は
年
収
２
０
１
万
円
ま
で
配
偶
者
特

別
控
除
が
適
用
で
き
ま
す
が
、
控
除
額
は

段
階
的
に
縮
小
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
親

族
等
の
場
合
に
は
、
改
正
前
は
年
収
の
壁

を
越
え
る
と
一
切
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
19
～
22
歳

の
者
に
限
り
特
定
親
族
特
別
控
除
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
控
除
に
よ
り
、
年
収

１
５
０
万
円
ま
で
は
特
定
扶
養
控
除
と
同

額
の
63
万
円
、
１
５
０
万
円
を
超
え
て
も

１
８
８
万
円
ま
で
は
段
階
的
に
控
除
額
を

縮
小
し
な
が
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

二重マスの文字をＡ～ Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

➡
ヨ
コ
の
カ
ギ

➡
タ
テ
の
カ
ギ

②
３
人
組
の
こ
と

⑤
閻
魔
大
王
が
い
る
と
こ
ろ

⑦
ハ
ワ
イ
州
の
州
都
、
ホ
ノ
ル
ル
が
あ
る

島
⑨
浴
衣
を
着
て

─
を
締
め
た

⑩
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
多
く
の

─
が
入
っ
て
い
る

⑪
左
右
反
対
に
映
り
ま
す

⑫
メ
ロ
ン
の
生
産
量
が
日
本
一
で
あ
る
県

⑭
糸
を
通
し
て
布
を
縫
い
ま
す

⑮
１
と
そ
の
数
自
体
し
か
約
数
を
持
ち
ま

せ
ん

⑯
俵
万
智
の
第
一
歌
集
『
サ
ラ
ダ

─
日
』

⑰
阿
寒
湖
で
育
つ
も
の
が
有
名
な
藻
類

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

顧
問
税
理
士
●
柴
原　

一

ど
う
な
る 

年
収
の
壁

知
っ
て
納
得
！ 

税
金
講
座

ANSWER ５月号の答え「シバザクラ」

□
■
当
選
者
発
表
■
□

５
月
号
の
ク
イ
ズ
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
＝
姓
・
名
）

【
応
募
総
数
９
通
】

●
下
室
田
町
／
Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
／
60
代

●
倉
渕
町
／
Ｈ
・
Ｏ
さ
ん
／
70
代

●
箕
郷
町
／
Ｈ
・
Ｕ
さ
ん
／
70
代

▼
お
知
ら
せ

５
月
号
掲
載
分
を
も
っ
て
粗
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
一
時
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
引
き
続
き
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
夏
休
み
の
朝
に
通
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
も

ら
い
ま
す

②
早
起
き
は
三
文
の

─

③
サ
ー
フ
ァ
ー
が
乗
ろ
う
と
す
る
も
の

④
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
飲

み
物

⑥
疑
問
文
で
は
上
げ
る
こ
と
が
多
い

⑧
葛
ま
ん
じ
ゅ
う
の
中
に
包
み
込
ま
れ
て

い
る
も
の

⑩
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
な
り

─
の
文
字
を

見
る
機
会
が
減
り
ま
し
た

⑪
騎
手
が
乗
っ
て
い
ま
せ
ん

⑬
観
光
、ス
ク
ー
ル
、二
階
建
て
と
い
え
ば

⑭
鳥
の
体
に
生
え
る
も
の

⑯
う
な
重
と
一
緒
に

─
吸
い
を
注
文
し
た
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警
視
庁
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
は
サ

ポ
ー
ト
詐
欺
が
前
年
比
２・
６
倍
と
急
増

し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

◎�

偽
の
表
示
・
警
告
音
で
不
安
に
さ
せ
金

銭
を
だ
ま
し
取
る

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
中
に
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
よ
う
な
偽
の
画
面
を
表
示
し
た

り
、
警
告
音
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
不
安
に

さ
せ
る
手
口
で
す
。
警
告
画
面
が
消
せ
な

い
、
警
告
音
が
止
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
理

由
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
ユ
ー
ザ
ー
は
多
い

で
す
。
そ
の
結
果
、
画
面
に
表
示
さ
れ
た

サ
ポ
ー
ト
窓
口
に
電
話
し
て
、
サ
ポ
ー
ト

の
名
目
で
金
銭
を
だ
ま
し
取
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。
支
払
い
方
法
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
の
他
、
各
種
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済
、
電
子
マ
ネ
ー
な
ど

が
使
わ
れ
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
を
装
っ
た
、

遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
指

示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
て
し
ま
う
と
パ
ソ
コ
ン
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
乗
っ
取
ら
れ
、
不
正
送
金
な
ど
の

被
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎�

電
話
、
ア
プ
リ
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
は
し
な
い
こ
と

警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
た
場
合
、
画
面

に
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
電
話
を
し
た

り
、
指
示
さ
れ
た
ア
プ
リ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
警
告
画
面
を
消
す
に
は
、
ブ
ラ
ウ

ザ
ー
を
終
了
し
ま
し
ょ
う
。
方
法
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政
法

人
情
報
処
理
推
進
機
構
）
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
安
心
相
談
窓
口
（
０
３
−５
９
７
８
−

７
５
０
９
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
指
示
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
切
断
し
て
ウ
イ
ル

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を

削
除
し
ま
し
ょ
う
。
可
能
な
ら
パ
ソ
コ
ン

を
初
期
化
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
す
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ（
基
本
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
）

や
そ
の
他
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
最
新
の
状

態
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
も
導
入
し
て
お
き

た
い
で
す
ね
。

成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
高
橋　

暁
子

✿ご相談・お問合せは　JAはぐくみ福祉課　☎０２７－３５０－３３５５

介護サービスだより
JAはぐくみ

介護サービスだより介護サービスだより介護サービスだより
JAはぐくみJAはぐくみJAはぐくみ デイサービス

梅雨でじめじめしているこの時期だからこそ綺麗にさく花と言えば、アジサイ !! 見るだけ

じゃつまらないからみんなで作っちゃいました ( ´∀｀ )　思うままに折り紙をちぎって貼っ

たり、お花紙をねじってグラデーションを考えて貼ったり青やピンク、紫と色とりどりのアジ

サイがいっぱい咲きました♪

雨だからこそ綺麗なのです雨だからこそ綺麗なのです

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意
！

み
ん
な
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
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答え「ウメシユ」

６
月
27
日
㈮
の
第
５
回
理
事
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
７
年
度　

第
１
・
四
半
期
決
算
結

果
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

の
開
示
に
つ
い
て

・
給
与
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
職
員
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

・
職
制
規
程
別
表
１
の
変
更
に
つ
い
て

・
各
専
門
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
出
資
金
減
資
（
減
口
）
の
承
認
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

第
５
回 

理
事
会

総合

☎
☎

みんなのはぐくみ
６月号の13ページ

二重マスの文字を
A〜Dの順に並べて
できる言葉はなん
でしょうか？

組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い
組合員の資格要件や届出事項に変更が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、
書面にて当ＪＡにお届けいただくことになっております。
下記などの理由で組合員資格に変動が生じた場合には、お手数です
が加入先の支店窓口にお申し出いただきますようお願いいたします。
■主な変動理由（例）
⃝組合員の死亡　⃝農業の廃止（正組合員から准組合員に変更）
⃝住所や耕作面積の変更

組合員の皆さまへ

って    するＪＡ情報って    するＪＡ情報知 得

15 JAはぐくみ
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●組合員数	 7,034人
　（うち准組合員	 3,418人）
●出資金	 10億2,252万円
●貯金総額	 514億1,942万円
●貸出金総額	 69億0,886万円
●長期共済保有額	 1,512億8,035万円
●農産物販売総額	 4億7,413万円
●購買品供給総額	 3億2,465万円

青果物受付の休日カレンダー

５月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

8 21（木）

国際協同組合同盟（ICA）では、1995年に開催さ

れた100周年記念大会・全体総会で「協同組合のア

イデンティティーに関するICA声明」を採択しました。

この声明でICAは協同組合らしさ・協同組合の特

質を明らかにするとともに、「協同組合の定義（協同

組合とは何か）」「価値（協同組合が大切にする理念

や考え方）」「原則（価値を実践するための指針）」を

定めました。

■ 協同組合では人が組織の基本
協同組合の定義では、協同組合は人々（組合員）

の自治的な組織であり、自発的に手を結んだ人々が

共同で所有し民主的に管理する事業体を通じて、共通

の経済的、社会的、文化的ニーズと願いをかなえる

ことを目的とすると定めています。

自治的な組織とは、政府や私企業から独立した組

織であることを示しています。また人々の組織である

とは、協同組合は自発的に手を結んだ人々が組織の

基本であることを意味し、資本を中心とする株式会

社とは根本的に異なることを示しています。協同組

合は共同で所有し民主的に管理する事業体ですので、

組合員は出資金の額にかかわらず1人1票の議決権を

持ち、運営に関わります。

■ 事業を通じて組合員のニーズや願いをかなえる
共通の経済的、社会的、文化的ニーズと願いをか

なえるという協同組合の目的は、利益を上げ株主に

分配するという株式会社の目的や社会全体に貢献す

るという特定非営利活動法人（NPO法人）の目的と

は異なります。

協同組合は、事業を通じて組合員のニーズや願い

をかなえる組織であり、この点で事業を伴わない運

動団体とも異なります。

一方、事業体であるということは、市場で活動す

ることを意味します

ので、協同組合は効

率的かつ効果的に事

業を行い、組合員に

貢献することが必要

となります。

協同組合の定義 ●2025国際協同組合年全国実行委員会事務局

「2025年国際協同組合年
（IYC2025）のページ」
日本協同組合連携機構

国際協同組合年


